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広
島
県
立
文
書
館
は
、
昭
和
六
十
三
年
（
一
九
八
八
）
十
月
の
開
館
以
来
、
多
く
の
県
民

の
皆
様
や
関
係
機
関
に
支
え
て
い
た
だ
き
、
昨
年
十
月
に
三
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
平
成
の
三
十
年
間
で
文
書
館
に
収
蔵
し
て
い
る
資
料
は
、
開
館
時
と
比
較
し
て
、
行
政
文

書
は
約
二
万
六
千
冊
増
え
て
約
六
万
冊
に
、
行
政
資
料
は
約
十
万
二
千
冊
増
え
て
約

十
万
七
千
冊
に
、
古
文
書
は
約
二
十
三
万
千
点
増
え
て
約
二
十
六
万
点
に
な
り
、
年
々
充
実

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
収
集
等
で
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
は
心
よ
り
感

謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
い
う
ま
で
も
な
く
文
書
館
の
使
命
は
、
県
民
共
有
の
歴
史
的
財
産
で
あ
る
記
録
資
料
（
行

政
文
書
・
古
文
書
等
）
を
し
っ
か
り
と
後
世
に
伝
え
る
と
と
も
に
見
え
る
化
を
図
り
、
歴
史

的
事
実
の
確
認
や
行
政
で
実
施
さ
れ
た
施
策
・
業
務
に
つ
い
て
検
証
・
評
価
等
が
で
き
る
よ

う
に
す
る
こ
と
で
す
。
そ
れ
は
、
言
葉
に
し
て
み
る
と
簡
単
な
こ
と
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す

が
、
実
際
に
そ
れ
を
果
た
し
て
い
く
た
め
に
は
様
々
な
課
題
が
立
ち
は
だ
か
っ
て
参
り
ま
す
。

そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
貴
重
な
歴
史
的
資
料
を
残
す
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な

課
題
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
行
政
文
書
に
つ
い
て
は
、
保
存
年
限
が
終
了
し
た
文
書
（
非
現
用
文
書
）
で
も
、
非

常
に
価
値
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
だ
く
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
非
現
用
文
書
は
、
過
去
の
施
策
・
業
務
を
検
証
・
評
価
す
る
以
外
に
は
、
必
要
で
な
い
文

書
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
県
民
の
生
活
と
密
接
な
関
係
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　

例
え
ば
、
当
館
で
は
、
広
島
復
興
事
務
所
（
の
ち
の
広
島
都
市
計
画

事
務
所
、
現
西
部
建
設
事
務
所
）
が
作
成
し
た
広
島
の
戦
災
復
興
に
関

す
る
行
政
文
書
を
収
蔵
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
は
、
換
地
計
画
・
換

地
処
分
・
土
地
権
利
関
係
や
換
地
図
等
個
人
の
権
利
関
係
が
確
認
で
き

る
文
書
も
あ
る
た
め
、
法
務
局
や
土
地
家
屋
調
査
士
等
の
方
々
に
境
界

確
定
な
ど
で
利
用
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
年
金
の
加
入
履

歴
確
認
の
た
め
に
利
用
し
て
い
た
だ
い
た
文
書
も
あ
り
ま
す
。

　

人
間
の
記
憶
は
曖
昧
な
も
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
実
際
に
記
録
さ
れ

た
根
拠
資
料
が
残
っ
て
い
れ
ば
、
非
現
用
に
な
っ
た
文
書
で
も
県
民
の

生
活
の
中
で
活
躍
す
る
場
面
が
出
て
く
る
の
で
す
。
記
録
を
残
す
こ
と

の
重
要
性
に
つ
い
て
、
是
非
気
づ
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
地
域
に
あ
る
古
文
書
に
も
当
て
は
ま
り
ま
す
。
タ
イ
ム
マ
シ

ン
が
無
い
限
り
昔
の
時
代
に
行
っ
て
事
実
を
確
か
め
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
し
か
し
も
っ
と
良
い
方
法
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
の
周
り
に
あ

る
古
文
書
に
そ
れ
が
静
か
に
隠
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。
た
だ
し
そ
れ
は

中
を
開
い
て
見
な
い
と
歴
史
を
紐
解
く
カ
ギ
は
見
つ
か
り
ま
せ
ん
。
廃

棄
さ
れ
る
と
永
久
に
そ
の
価
値
に
気
づ
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

古
文
書
の
多
く
は
、
崩
し
文
字
で
な
か
な
か
理
解
で
き
な
か
っ
た
り
、

埃
を
被
り
カ
ビ
が
発
生
し
虫
に
喰
わ
れ
て
読
み
に
く
く
な
っ
た
り
、
蔵

の
中
に
眠
っ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
た
り
と
、
厳
し
い
状
況
に
置
か
れ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
結
果
、
廃
棄
さ
れ
て
し
ま
う
か
、
特
に
世
代
交
代

が
あ
っ
た
場
合
な
ど
は
、
い
つ
の
間
に
か
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
う
可
能

性
が
高
い
の
で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
先
ず
は
多
く
の
方
に
古
文
書
に
興

味
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

文
書
館
も
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
、
記
録
資
料
を
保
存
す
る
大
切
さ

に
つ
い
て
発
信
し
啓
発
し
て
い
ま
す
が
、
改
め
て
こ
れ
ま
で
文
書
館
を

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
に
お
願
い
が
あ
り
ま
す
。
皆
様
の
周
り
で
貴

重
な
歴
史
資
料
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
状
況
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
一
言
文

書
館
に
相
談
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

課
題
は
こ
の
他
に
も
、
書
庫
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
、
書
庫
環
境
の
改
善
、

非
常
勤
嘱
託
員
を
含
む
館
員
の
資
質
向
上
、
目
録
作
成
・
文
書
審
査
の

迅
速
化
、
Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
利
用
・
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
な
ど
、
多

開
館
三
十
周
年
を
迎
え
た
県
立
文
書
館　
　
　
　

�

広
島
県
立
文
書
館
長　

角　

正
明



43号広島県立文書館だより

2

く
抱
え
て
い
ま
す
が
、
限
ら
れ
た
資
源
の
中
で
、

粘
り
強
く
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
昨
年
は
、
文
書
館
が
社
会
に
必
要

と
さ
れ
る
施
設
と
し
て
、
新
た
な
社
会
貢
献
の

役
割
を
認
識
し
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
昨
年

を
表
す
漢
字
が
「
災
」
に
な
っ
た
こ
と
で
象
徴

さ
れ
る
よ
う
に
、
全
国
的
に
大
き
な
災
害
が
頻

発
し
た
年
で
し
た
。
広
島
県
で
も
七
月
に
豪
雨

災
害
が
発
生
し
、
今
な
お
十
分
に
復
旧
・
復
興

が
進
ん
で
い
な
い
こ
と
に
胸
が
痛
む
思
い
で
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
文
書
館
で
は
、
文

書
を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
専
門
職
員
を
中

心
に
、
施
設
の
一
部
を
利
用
し
て
、
被
災
文
書

の
修
復
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

最
終
的
に
は
、
三
千
点
を
超
え
る
膨
大
な
量

の
文
書
修
復
と
な
り
ま
し
た
が
、
幸
い
に
も
全

国
の
同
じ
志
を
持
つ
史
料
ネ
ッ
ト
の
組
織
や
、

広
島
大
学
及
び
関
係
機
関
と
円
滑
に
連
携
を
図

る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
県
内
外
か
ら
沢
山
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
に
応
援
を
い
た
だ
き
ス

ム
ー
ズ
に
作
業
を
進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

修
復
が
完
了
し
、
文
書
を
返
却
す
る
こ
と
が

で
き
た
時
の
相
手
方
の
笑
顔
と
お
礼
の
言
葉
は
、

忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
文
書
と
い
う
も

の
は
、
収
集
・
整
理
・
保
存
・
公
開
す
る
だ
け

で
は
な
く
守
っ
て
い
か
な
く
て
は
い
け
な
い
の

だ
と
い
う
こ
と
を
強
く
感
じ
ま
し
た
。
今
後
は
、

こ
の
経
験
を
活
か
し
て
更
に
的
確
な
対
応
が
で

き
る
よ
う
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
回
、
文
書
の
救
出
作
業
を
行
う
中
で
一
点

感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
近
年
の

Ｉ
Ｔ
技
術
の
発
展
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
変

化
が
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
世
界
に
も
大
き
な
影
響

を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
。
い
わ
ゆ
る
デ
ジ

タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
活
用
で
す
。

　

今
回
の
被
災
文
書
救
出
作
業
で
は
本
当
に
沢

山
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
に
手
伝
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
が
、
そ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
ふ

と
漏
ら
さ
れ
た
言
葉
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
は
、
作
業
す
る
中
で
、
思
い
が
け
ず
現

物
に
触
れ
る
楽
し
み
と
い
う
も
の
を
感
じ
た
、

ワ
ク
ワ
ク
し
た
と
い
う
も
の
で
す
。
厳
し
い
環

境
の
中
で
、
細
か
く
き
つ
い
作
業
の
連
続
で
し

た
が
、
そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
和
紙
の
柔
ら
か

い
感
触
や
、
墨
の
匂
い
を
感
じ
る
よ
う
な
優
美

な
筆
遣
い
の
文
書
に
直
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
に
本
当
に
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　

研
究
の
利
便
性
や
現
物
損
傷
の
危
険
性
を
考

え
た
場
合
、
デ
ジ
タ
ル
化
は
避
け
て
通
れ
な
い

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
現
物
に
触
れ
る
楽
し
み

も
少
し
は
残
し
て
い
き
た
い
と
い
う
気
持
ち
が

強
く
な
っ
た
の
が
実
感
で
す
。
効
率
化
が
叫
ば

れ
る
中
、
贅
沢
な
願
望
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
…
。

　

文
書
館
は
、
次
の
三
十
年
に
向
け
て
既
に
歩

み
を
始
め
ま
し
た
。
様
々
な
課
題
が
あ
り
、
立

ち
止
ま
っ
て
し
ま
い
そ
う
な
こ
と
も
あ
る
と
思

い
ま
す
が
、
文
書
館
に
は
館
員
と
い
う
素
晴
ら

し
い
財
が
あ
り
ま
す
。
桜
梅
桃
李
と
い
う
言
葉

の
と
お
り
、
館
員
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
価
値

（
個
性
・
能
力
等
）
を
最
大
限
活
か
し
な
が
ら
、

〝
チ
ー
ム
文
書
館
〟
と
し
て
課
題
解
決
に
挑
戦

し
、
記
録
資
料
を
後
世
に
残
す
と
い
う
「
広
島

県
の
記
憶
装
置
」
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る

よ
う
今
後
も
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

大お
お
と
う藤
家
文
書
（
寄
贈
）

　

大
藤
家
は
広
島
藩
士
。
家
系
図
、
知
行
目
録
、

芸
文
類
の
他
、
写
真
、
大
正
・
昭
和
の
朝
鮮
・

満
州
・
県
内
の
地
図
、
絵
葉
書
な
ど
五
五
九
点
。

�

（
請
求
番
号
二
〇
一
七
〇
一
）

荒
木
家
文
書
（
寄
贈
）

　

荒
木
家
は
佐
伯
郡
下し
も
ご
う
ち

河
内
村
の
神
官
で
、
同

村
組
頭
。
同
村
年
貢
免
状
・
差
出
帳
・
山
帳
や
、

通
達
類
等
の
村
方
文
書
な
ど
一
七
一
点
。

�

（
請
求
番
号
二
〇
一
七
〇
二
）

吉よ
し
は
ら原
家
文
書
（
寄
贈
）

　

吉
原
家
は
山
県
郡
西に
し
む
ね宗
村
で
庄
屋
な
ど
を
務

め
た
。
同
村
年
貢
免
状
・
人
馬
改
帳
、
阿あ
さ
か坂
村

「
国
郡
志
下
調
べ
帳
」
下
書
な
ど
一
〇
一
点
。

�

（
請
求
番
号
二
〇
一
七
〇
三
）

川
口
孝
太
郎
氏
収
集
文
書
（
寄
贈
）

　

日
露
戦
争
従
軍
記
録
「
徒
歩
砲
兵
第
四
聯れ
ん
た
い隊

第
一
大
隊
戦
闘
経
歴
」
の
一
点
。

�

（
請
求
番
号
二
〇
一
七
〇
四
）

高
橋
家
文
書
（
寄
贈
）

　

高
橋
家
は
豊
田
郡
本
郷
町
で
山
目
付
・
町
年

寄
を
務
め
、
明
治
に
は
本
郷
郵
便
局
を
開
設
し

た
。
江
戸
期
の
任
命
奉
書
類
三
巻
な
ど
一
八
点
。

�

（
請
求
番
号
二
〇
一
七
〇
五
）

仙せ
ん
ど
う
や
す
し

頭
泰
氏
旧
蔵
文
書
（
寄
託
）

　

広
島
市
立
大
手
町
尋
常
小
学
校
、
広
島
県
立

広
島
第
一
中
学
校
、
広
島
市
立
中
島
尋
常
小
学

校
の
修
業
・
卒
業
証
書
な
ど
三
〇
点
。

�

（
請
求
番
号
二
〇
一
七
〇
六
）

井
上
洋
一
郎
氏
旧
蔵
文
書
（
寄
贈
）

　

広
島
大
学
政
経
学
部
教
授
で
、
広
島
県
史
近

現
代
部
会
委
員
を
務
め
た
井
上
洋
一
郎
氏
が
収

集
し
た
明
治
初
期
の
鉱
山
取
調
書
な
ど
一
一
点
。

�

（
請
求
番
号
二
〇
一
七
〇
七
）

高こ
う
げ下
家
文
書
（
寄
贈
）

　

高
下
家
は
、
山
県
郡
下し
も
つ
つ
が

筒
賀
村
戸
長
や
殿と
の
が賀

村
長
を
務
め
た
。
写
真
や
証
文
類
な
ど
一
四
二

点
。�

（
請
求
番
号
二
〇
一
七
〇
八
）

光
岡
徹
氏
旧
蔵
文
書
（
寄
贈
）

　

寄
贈
者
の
祖
父
が
収
集
し
た
絵
葉
書
と
、
父

親
の
広
島
第
一
中
学
校
生
徒
必
携
や
卒
業
証
書

な
ど
二
一
点
。�

（
請
求
番
号
二
〇
一
七
〇
九
）

和
田
高
男
旧
蔵
文
書
（
寄
贈
）

　

江
戸
時
代
、
奴ぬ

か可
郡
東
城
町
で
町
年
寄
を
務

め
た
大
坂
屋
（
福
本
家
）
文
書
の
一
部
。
系
譜

や
東
城
町
絵
図
、
祭
礼
行
列
帳
な
ど
一
七
点
。

�

（
請
求
番
号
二
〇
一
七
一
〇
）

伊
東
家
文
書
（
寄
贈
）

　

伊
東
繁
雄
は
終
戦
後
に
高
田
郡
志し

や屋
村
長
を

務
め
た
。
同
村
戦
死
者
村
葬
の
村
長
弔
辞
や
二

宮
金
次
郎
銅
像
除
幕
式
記
念
写
真
な
ど
四
点
。

�

（
請
求
番
号
二
〇
一
七
一
一
）

小
林
家
文
書
（
寄
贈
）

　

小
林
家
は
奴ぬ

か可
郡
保や
す
だ田
村
庄
屋
を
務
め
た
。

同
村
の
「
国
郡
志
下
調
べ
書
上
帳
」
な
ど
庄
屋

文
書
や
、
「
久く
し
ろ
き

代
記
」
な
ど
二
九
九
点
。

�

（
請
求
番
号
二
〇
一
七
一
二
）

平
成
二
十
九
年
度
に
収
集
し
た
古
文
書
⑴
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元
和
五
年（
一
六
一
九
）に
福
島
正
則
が
改
易

と
な
り
、
浅
野
長な
が
あ
き
ら
晟
と
水
野
勝か
つ
な
り成
は
幕
府
か
ら

転
封
を
命
じ
ら
れ
、広
島
藩（
四
二
万
六
五
六
三

石
余
）
と
福
山
藩（
一
〇
万
石
）が
成
立
し
ま
し

た
。
平
成
三
十
一
年（
二
〇
一
九
）は
そ
れ
か
ら

四
〇
〇
年
に
当
た
り
ま
す
。
広
島
県
立
文
書
館

で
は
、
こ
れ
を
記
念
し
て
、
当
館
が
収
蔵
す
る

広
島
藩
士
に
関
す
る
古
文
書
を
展
示
し
ま
す
。

　

藩
士
が
何
よ
り
も
大
切
に
し
、
家
宝
と
し
て

い
た
文
書
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
一
つ
は
、

自
分
が
何
者
で
、
自
分
の
家
が
い
つ
か
ら
浅
野

家
に
仕
え
た
か
を
表
わ
す
、
由
緒
書
や
系
譜
類

で
し
た
。

　

江
戸
時
代
が
始
ま
っ
て
百
年
が
経
過
し
、
社

会
が
安
定
す
る
と
、
幕
府
や
諸
藩
で
は
修
史
事

業
を
開
始
し
ま
す
。
広
島
藩
で
は
、
五
代
藩
主

浅
野
吉よ
し
な
が長
が
、
先
祖
の
事
蹟
を
調
査
し
て
「
温

故
録
」
や
「
浅
野
家
譜
」
な
ど
を
幕
府
へ
提
出

す
る
と
と
も
に
、
元
禄
四
年
（
一
六
九
一
）
に

藩
士
か
ら
先
祖
書
の
提
出
を
求
め
、
享
保
四

年
（
一
七
一
九
）
に
、
寺
田
臨
川
に
「
諸
士

系
譜
」
の
編
修
を
命
じ
ま
し
た
。
寛
延
二
年

（
一
七
四
九
）
に
も
家
譜
や
系
図
の
調
査
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
頃
か
ら
広
島
藩
士
も
、

家
の
由
緒
を
強
く
意
識
す
る
よ
う
に
な
り
、
姓

氏
の
根
源
や
、
先
祖
か
ら
自
分
に
至
る
ま
で
の

軍
功
や
功
績
、
勤
務
の
内
容
、
藩
主
か
ら
下
さ

れ
た
家
禄
や
褒
賞
な
ど
の
事
跡
を
調
査
し
、
系

図
を
作
成
す
る
こ
と
に
余
念
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
そ
れ
を
証
明
す
る
古
い
文

書
や
知
行
目
録
な
ど
を
大
切
に
保
存
し
て
お
く

必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
広
島
藩
士

の
文
書
は
こ
の
よ
う
な
資
料
や
系
譜
類
が
優
先

的
に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
広
島
藩
士

が
生
活
す
る
広
島
城
下
町
は
、
火
災
や
水
害
な

ど
災
害
が
多
く
、
残
存
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
伝
承
で
も
よ
い
こ
と
に
さ

れ
た
の
で
、
由
緒
書
に
は
、
そ
れ
を
理
由
に
虚

構
や
誇
張
な
ど
も
取
り
混
ぜ
て
記
述
さ
れ
る
場

合
も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

八
代
藩
主
浅
野
斉な
り
か
た賢
は
、
寛
政
十
二
年

（
一
八
〇
〇
）
、
御
記
録
編
纂
御
系
譜
編
修
の

係
役
人
を
三
人
置
き
、
浅
野
家
の
系
譜
作
成

に
着
手
し
、
享
和
三
年
（
一
八
〇
三
）
に
完

成
し
ま
す
。
さ
ら
に
「
御
旧
記
調
席
」
（
編

修
局
）
を
設
け
て
担
当
役
人
も
八
人
に
増
員

し
、
儒
官
の
頼
春
水
な
ど
に
も
参
与
さ
せ
、
歴

代
藩
主
の
御み
だ
い
き

代
記
（
「
済せ
い
び
ろ
く

美
録
」
）
と
家
臣
の

諸
系
譜
の
編
修
を
命
じ
ま
す
。
翌
文
化
元
年

（
一
八
〇
四
）
、
彼
ら
は
藩
主
家
の
記
録
な
ど

を
調
査
し
た
ほ
か
、
家
老
以
下
、
家
中
の
末
々

か
ら
各
家
が
所
蔵
す
る
系
譜
や
旧
記
類
を
提
出

さ
せ
ま
し
た
。
広
島
藩
士
の
家
に
は
文
化
二
年

に
藩
へ
提
出
し
た
系
図
伝
記
の
下
書
き
や
控
え

も
数
多
く
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
て
文
化

五
年
こ
ろ
に
は
家
臣
の
系
譜
調
査
が
終
了
し
、

「
旧
臣
録
」
・
「
諸
士
略
伝
」
が
編
纂
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

広
島
藩
士
が
大
切
に
し
た
も
う
一
つ
の
家
宝

は
、
藩
主
か
ら
直
接
拝
領
し
た
文
芸
作
品
や
文

書
、
道
具
類
な
ど
で
す
。

　

広
島
藩
士
原
兵
馬
一
致
は
、
家
督
を
相
続
す

る
前
、
寛
保
四
年
（
一
七
四
四
）
か
ら
奥
小
姓

と
し
て
、
当
時
世せ
い
し子
（
若
殿
）
で
あ
っ
た
六
代

藩
主
浅
野
宗む
ね
つ
ね恒
に
仕
え
ま
し
た
。
そ
れ
以
来
、

七
代
藩
主
重し
げ
あ
き
ら
晟
の
治
世
期
に
か
け
て
重
用
さ
れ
、

安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
に
は
年
寄
役
に
ま
で

上
り
、
相
続
時
に
は
二
五
〇
石
で
あ
っ
た
禄
高

も
、
実
弟
で
養
子
兵
馬
一
精
の
家
督
相
続
時
に

は
九
〇
〇
石
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
間
、
宗
恒

と
重
晟
か
ら
、
小
袖
・
長
刀
・
脇
差
な
ど
の
衣

服
や
武
具
の
ほ
か
、
自
筆
の
和
歌
や
漢
詩
、
絵

画
な
ど
の
作
品
を
拝
領
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら

は
軸
物
に
仕
立
て
、
木
箱
を
新
調
し
て
子
々

孫
々
ま
で
大
切
に
管
理
保
管
し
て
い
ま
し
た
。

　

岡
山
藩
や
萩
藩
で
は
藩
政
文
書
が
多
く
伝

来
し
、
藩
士
の
履
歴
や
奉
公
書
な
ど
も
知
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
一
方
、
広
島
藩
庁
が
所

蔵
し
て
い
た
藩
政
文
書
は
、
明
治
に
な
っ
て
広

島
県
へ
引
き
継
が
れ
ま
し
た
が
、
明
治
九
年

（
一
八
七
六
）
に
広
島
県
庁
舎
が
全
焼
し
た
た

め
、
広
島
藩
士
に
関
す
る
文
書
類
を
含
め
て
大

部
分
が
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
ま
た
原
爆

に
よ
り
、
広
島
市
内
に
あ
っ
た
貴
重
な
歴
史
資

料
や
文
化
財
も
灰か
い
じ
ん燼
に
帰
し
ま
し
た
。
こ
の
た

め
、
広
島
藩
士
に
関
し
て
研
究
を
進
め
る
た
め

に
は
、
戦
前
に
刊
行
さ
れ
た
図
書
類
や
、
広
島

藩
士
家
に
伝
わ
っ
た
文
書
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま

せ
ん
。

　

本
展
で
は
、
当
館
へ
寄
贈
・
寄
託
さ
れ
た
広

島
藩
士
の
文
書
を
通
じ
て
、
藩
士
が
大
切
に
し

よ
う
と
し
た
も
の
、
武
士
の
価
値
観
や
武
士
の

生
活
の
様
相
な
ど
を
紹
介
し
ま
す
。

�

（
西
村　

晃
）

《
収
蔵
文
書
展
に
寄
せ
て
》
　
　
　
　
　
　

広
島
藩
士
が
家
宝
に
し
た
文
書
と
は

原兵馬一精続系図伝記

原兵馬が長刀を拝領した際に浅野宗恒から頂

戴した直筆文書（折紙，下）と，その箱（上）

収蔵文書展「古文書にみる広島藩士の肖像｣

期間　平成31年3月29日㈮～ 6月8日㈯

場所　広島県立文書館展示室

関連事業　文書館講演会

（収蔵文書展に関連した内容を予定）

期日　平成31年6月1日㈯10：00～

場所　広島県情報プラザ第1研修室

講師　西村　晃
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昭和 63年
10 月，広島県立文書館開館（1 日）【1】

開館記念特別展「安芸・備後の南北朝動乱と情報」
開催

平成元年
2 月，県内史料所在調査のための地方調査員を委嘱
10 月，第 15 回全史料協全国大会を当館で開催【2】
平成 2年
8 月，郷土史講座を開始【3】
9 月，行政文書・古文書保存管理講習会を開始
9 月，古文書解読入門講座を開始（年 12 回開催，平成 10 年

度より 10 回）【4】
――　寄贈寄託文書が 10 万点を超える
平成 3年
4 月，戦前の県行政文書補完事業を開始
7 月，古文書解読中級講座を開始
　　　　　（年 12 回を平成 8 年度まで毎年開催）
平成 4年
5 月，資料の寄贈・寄託者に感謝状を贈呈【5】
　　　　　（平成 9 年度まで実施）
12 月，中国地区文書館等職員連絡会議開催
平成 5年
7 月，安田女子大学古文書学実習（以後毎年実施）【6】
7 月，古文書解読同好会第 1 グループ発足【7】
10 月，開館 5 周年記念講演会
平成 6年
4 月，地方調査員を文書調査員と改称
6 月，都道府県・政令指定都市公文書館長会議を当館で開催

【8】
平成 7年
7 月，古文書解読同好会第 2 グループ発足
10 月，県史短尺フィルムの酢酸臭対策作業
11 月，史料管理学研修会（短期）を当館で開催【9】
平成 9年
3 月，県庁の長期保存文書を当館へ搬入
7 月，続古文書解読入門講座を開始（年 12 回開催，平成 21

年度より 9 回，28 年度より 7 回）
――　全史料協研修 ･ 研究委員会事務局を担当（翌年度まで）
平成 10年
――　収蔵する行政文書が 4 万冊を超える
平成 11年
4 月，図書の複写サービスを開始
12 月，郷土史講座を文書館講演会と改称
平成 12年
5 月，広島県市町村公文書等保存活用連絡協議会（広文協）

組織化協議のため，県内市町村巡回（6 月まで，翌年
4 ～ 6 月も実施）【10】

平成 13 年
3 月，芸予地震発生，被災資料救出活動【11】
11 月，広文協設立総会（広文協発足）【12】
平成 14 年
3 月，広文協研修会を実施
11 月，行政文書・古文書保存管理講習会で熊本県本渡市長

が講演【13】
平成 15 年
3 月，文書館ホームページの開設
4 月，中間書庫（旧地方公務員研修所）を設置【14】
8 月，平和記念資料館とのジョイント事業「路面電車が語る

ヒロシマ」を実施【15】
10 月，広島市まちづくり市民交流プラザで「路面電車が語

るヒロシマ」出張展示
――　全史料協研修 ･ 研究委員会事務局を担当
　　　　　（翌年度まで）
――　寄贈寄託文書が 20 万点を超える
――　資料を撮影したマイクロフィルムが 70 万コマを超え

る
平成 16年
8 月，インターンシップ学生を初めて受入れる
8 月，県立図書館とのジョイント事業「昔のこどもにタイム

スリップ」【16】
11 月，広島市立袋町小学校への出前授業実施【17】
9 月，はつかいち美術ギャラリーで出張展示【18】
――　収蔵する行政資料が 5 万点を超える

広島県立文書館30年のあゆみ

1

3

5

7

9

11

13

15

17

2

4

6

8

10

12

14

16

18

熊田館長(左)(開館～平成9)
開館記念特別展にて阿川弘之氏(右)と

古文書の受入れ（平成2.12）

保存管理講習会（平成3.9）

県史短尺フィルムの酢酸臭対策
（平成7.10）

文書調査員会議（平成7.11）

道重館長（平成10～15）

文書館講演会（平成11.12）

収蔵文書展の展示解説（平成13.11）

広文協研修会（平成14.3）

展示のラジオ取材（平成16.8）
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平成 17年
6 月，東広島市民ギャラリーで出張展示
12 月，エキボンガス使用停止のため，ブンガノン VA プレー

トによる虫害対策実施
平成 18年
2 月，中間書庫を旧観音職員寮に移転
6 月，文書館講演会「山内一豊とその妻」，館内見学実施
6 月，新規受入れ文書からフルホンシバンムシを発見，ブン

ガノンによる燻蒸を実施【19】
9 月，書庫にトラップを配置して定期観察，温湿度計測の開

始
平成 19年
11 月，「ニューカレドニアの日系人」展開催，開会式に庄原

出身移民の二世・三世ら出席【20】
――　全史料協総務委員会事務局を担当（翌年度まで）
――　収蔵する行政資料が 7 万点を超える
平成 20年
2 月，県立広島大学学芸員博物館実習受入れ【21】
7 月，上川陽子公文書管理担当大臣視察【22】
8 月，呉地区高校図書館協議会見学【23】
10 月，開館 20 周年記念事業・講演会
平成 21年
7 月，県庁から長期保存文書を文書館へ搬入【24】
9 月，県庁ギャラリー展を初めて開催【25】
11 月，緊急雇用対策基金事業による資料デジタル化事業
――　全史料協大会 ･ 研修委員会事務局を担当
平成 22年
4 月，12 月，文書管理制度検討会議（計 2 回）
5 月，同ワーキンググループ（翌年度まで計 6 回）
7 月，文書館キャッチフレーズを閲覧室の窓に掲出
平成 23年
9 月，広島大学文書館と災害時の相互協力協定締結
平成 24年
11 月，全史料協全国（広島）大会の開催【26】
平成 25 年
1 月，山野村役場文書（寄託）が県重文に指定【27】
3 月，県文書管理規則の改正に伴い，長期保存文書 7,536 冊

を文書館へ移管
7 月，中学生の職場体験を初めて受入れ（広島市立城南中学

校）
――　全史料協会長事務局を担当（翌年度まで）【28】
――　収蔵する行政資料が 10 万点を超え，寄贈寄託文書が

25 万点を超える
平成 26年
2 月，新たに中間書庫として確保した白木書庫に書架設置
8 月，土砂災害で被災した写真アルバムの保全作業を開始

【29】
10 月，県立高陽東高校での被災写真洗浄作業【30】
平成 27年
7 月，広島市立祇園東中学校の職場体験【31】
9 月，収蔵文書の紹介展「広島東照宮通り御祭礼」を広島市

立中央図書館の企画展に貸出【32】
平成 28 年
1 月，広島市公文書館で文書整理 ･ 補修の指導【33】
6 月，学習院大学の実習生受入れ
12 月，行政文書庫でカビ被害発生，対策開始【34】
平成 29 年
4 月，9 月，らせん階段写真パネルギャラリー
10 月，カビ被害の行政文書を燻蒸
平成 30年
7 月，豪雨災害による被災文書のレスキュー開始（以後，保

全活動を継続実施）【35】
9 月，開館 30 周年記念講演会【36】

19

21

23

25

27

29

31

33

35

20

22

24

26

28

30

32

34

36

石本館長（平成17～21）

安田女子大学古文書学実習（平成19.9）

長期文書のカビ被害対処（平成21.8）

行政文書搬入前の清掃作業（平成22.9）

八津川館長（平成22～26）

ケーブルテレビ展示取材（平成26.1）

役場文書の寄贈受入れ（平成28.10）

全史料協大会へ出展（平成28.11）

映画フィルムのカビ点検（平成30.5）

角館長（平成29～30）

行政文書・古文書保存管理講習会での被災史料レスキュー
の実習（左：平成27.11／右：平成29.9）

岩手県釜石市での被災文書レスキューに職員参加
（平成29.2）
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平
成
三
十
年
七
月
六
日
の
西
日
本
豪
雨
で
は
、

広
島
県
内
各
地
（
広
島
市
、
呉
市
、
東
広
島
市
、

三
原
市
な
ど
）
に
浸
水
や
土
砂
く
ず
れ
な
ど
が

発
生
し
、
多
く
の
尊
い
人
命
が
失
わ
れ
、
家
屋

な
ど
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
ま

た
、
こ
の
豪
雨
に
よ
っ
て
、
県
内
各
地
の
学
校

や
公
民
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
公
文
書
、
地
域

に
残
る
古
文
書
な
ど
が
被
災
し
ま
し
た
。

　

災
害
か
ら
文
書
を
守
り
、
被
災
し
た
文
書
を

救
出
し
て
文
書
の
滅
失
を
防
ぎ
、
地
域
の
歴
史

資
料
を
未
来
へ
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、
文
書
館

の
大
切
な
役
割
の
一
つ
で
す
。
広
島
県
立
文
書

館
で
は
、
被
災
時
の
相
互
協
力
協
定
を
結
ん
で

い
る
広
島
大
学
文
書
館
や
、
活
動
を
再
開
し
た

広
島
歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
と
も
に
、
全

史
料
協
（
全
国
歴
史
資
料
保
存
利
用
機
関
連
絡

協
議
会
）
や
史
料
ネ
ッ
ト
な
ど
各
地
か
ら
の
支

援
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
豪
雨
で
被
災
し
た
文

書
の
保
全
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
こ

で
は
、
七
月
の
被
災
か
ら
現
在
ま
で
、
約
半
年

間
の
当
館
に
お
け
る
被
災
資
料
の
保
全
活
動
の

状
況
と
、
広
島
歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
神

戸
の
史
料
ネ
ッ
ト
ほ
か
各
地
か
ら
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
の
協
働
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

　　

被
災
状
況
の
把
握
と
被
災
文
書
の
受
け
入
れ

　

被
災
文
書
を
救
出
す
る
た
め
に
は
、
県
内
各

地
の
被
災
状
況
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

被
災
直
後
の
七
月
九
日
、
ま
ず
当
館
の
文
書
調

査
員
に
被
災
し
た
可
能
性
の
あ
る
地
域
の
文
書

調
査
を
依
頼
し
ま
し
た
。
ま
た
、
広
島
大
学
文

書
館
に
連
絡
し
、
平
成
二
十
三
年
に
当
館
と
結

ん
だ
大
規
模
災
害
発
生
等
に
備
え
た
相
互
協
力

協
定
に
基
づ
い
て
、
被
災
情
報
の
提
供
や
連
携

の
確
認
を
し
ま
し
た
。
七
月
十
日
に
は
、
県
内

の
文
書
の
被
災
状
況
を
把
握
す
る
た
め
に
、
広

文
協
（
広
島
県
市
町
公
文
書
等
保
存
活
用
連
絡

協
議
会
）
会
員
市
町
に
文
書
で
被
災
情
報
の
提

供
協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
七
月

十
七
日
に
は
、
広
島
県
教
育
委
員
会
文
化
財
課

か
ら
各
市
町
教
育
委
員
会
を
通
じ
て
、
県
内
の

小
・
中
・
高
等
学
校
・
特
別
支
援
学
校
に
通
知

し
、
文
書
の
被
災
情
報
と
救
出
希
望
を
文
書
館

に
連
絡
し
て
も
ら
う
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

　

当
館
で
は
、
こ
う
し
た
市
町
や
所
蔵
者
か
ら

の
情
報
や
依
頼
を
も
と
に
、
七
月
十
二
日
か
ら

八
月
二
十
一
日
ま
で
に
一
〇
件
の
被
災
し
た
公

文
書
や
古
文
書
を
受
け
入
れ
て
、
現
在
も
乾
燥

作
業
や
ド
ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
保
全
活

動
を
継
続
し
て
い
ま
す
。
（
表
１
）

　

被
災
文
書
の
保
全
活
動
で
は
、
被
災
地
で
の

復
旧
活
動
の
中
で
、
被
災
し
た
文
書
が
廃
棄
さ

れ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、
広
く
呼
び
か
け
て

い
く
こ
と
も
大
切
で
す
。
当
館
で
も
、
ち
ら
し

「
捨
て
な
い
で　

大
切
な
地
域
の
文
書
・
記

録
」
と
「
水
害
な
ど
で
水
に
濡
れ
た
文
書
の
応

急
処
置
」
を
作
成
し
て
配
布
し
、
文
書
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
冒
頭
に
は
、
文
書
の
保
全
に

関
す
る
情
報
と
し
て
、
青
木
睦
「
被
災
ア
ー
カ

イ
ブ
ズ
の
救
助
・
復
旧
技
術
の
実
際
」
（
『
広

文
協
通
信
』
第
三
三
号
）
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
し
た
文
書
の
所
蔵
者
や
関
係
者

か
ら
、
水
に
濡
れ
た
古
文
書
へ
の
対
処
方
法

や
、
青
焼
き
図
面
の
乾
燥
方
法
に
つ
い
て
な
ど
、

様
々
な
相
談
が
当
館
に
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
対
応

や
支
援
も
行
い
ま
し
た
。

　

各
地
か
ら
の
保
全
活
動
へ
の
支
援

　

当
館
で
の
被
災
文
書
の
保
全
活
動
は
多
く
の

機
関
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
支
え
ら
れ
て
い
ま
す
。�

　

ま
ず
、
広
島
大
学
文
書
館
に
、
被
災
時
の
相

互
協
力
協
定
に
よ
る
支
援
と
し
て
、
浸
水
し
た

広
島
市
立
深
川
小
学
校
の
公
文
書
の
応
急
乾
燥

作
業
と
、
広
島
市
Ｃ
家
の
古
文
書
（
書
簡
類
・

帳
簿
）
の
開
披
及
び
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
作
業
の
分

担
を
依
頼
し
ま
し
た
。
活
動
が
休
眠
中
だ
っ
た

広
島
歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広
島
大
学
の

教
員
を
中
心
と
し
て
再
組
織
さ
れ
、
当
館
へ
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣
の
調
整
な
ど
、
活
動
の
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
神
戸
を
は
じ
め
山

陰
・
宮
城
な
ど
各
地
の
史
料
ネ
ッ
ト
の
方
々
や
、

被
災
文
書
レ
ス
キ
ュ
ー
の
専
門
家
（
国
立
歴
史

民
俗
博
物
館
天
野
真
志
氏
、
国
文
学
研
究
資
料

館
青
木
睦
氏
）
の
助
言
や
指
導
な
ど
、
経
験
豊

富
な
人
的
支
援
を
得
た
こ
と
は
、
被
災
文
書
の

保
全
活
動
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
保
全
活
動
に
は
、
文

書
の
運
搬
に
使
う
折
り
畳
み
式
の
コ
ン
テ
ナ
や
、

吸
水
用
キ
ッ
チ
ン
ペ
ー
パ
ー
、
段
ボ
ー
ル
板
、

カ
ビ
抑
制
の
た
め
の
エ
タ
ノ
ー
ル
な
ど
が
大
量

に
必
要
で
す
。
当
館
で
は
資
材
の
備
蓄
が
足
り

な
か
っ
た
た
め
、
全
史
料
協
や
他
県
の
文
書
館

な
ど
に
資
材
の
提
供
を
依
頼
し
た
と
こ
ろ
、
各

受入 返却 被災文書 内容 数量 備考 作業

7/12 8/31 安芸郡海田町A神社文書 宮司家・神社関係文書，旧役場文書 コンテナ9箱 濡れ・泥固着 文

7/13 8/30 広島市立深川小学校文書 小学校の公文書 フラットファイル1,214点 濡れ 文→広

7/19 呉市クリーンセンターくれ受入文書 屏風（下張り文書） 4隻 カビ損 文

7/23 1/24 福山市B神社文書 神社の現用文書 コンテナ22箱（482点） 濡れ・固着・カビ損 文

7/26 広島市C家文書 家業（酒造業）関係，家文書ほか コンテナ・木箱など44箱 カビ損大文書→冷凍 文・広

7/27 10/20 呉市立音戸小学校文書 卒業証書台帳 14冊 濡れ 文

7/31 10/10 呉市立安浦小学校文書 卒業証書台帳，沿革誌 10冊 濡れ・固着 文

8/17 12/19 三原市本郷公民館所蔵文書 和書 101冊 濡れ・固着・カビ損 文

8/17 三原市D神社文書 小学校教科書・書画類 104点 濡れなし 文

8/21 12/19 三原市大草公民館所蔵文書 大草村役場文書 コンテナ9箱（374点） 濡れ・固着・カビ損大 文

表１　被災文書のレスキュー状況一覧表

文
書
館
の
仕
事
⑲
　
　
　
　
　
　
　
　

被
災
文
書
の
救
出
と
保
全
活
動
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地
か
ら
資
材
が
次
々
に
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

水
損
文
書
が
大
量
で
濡
れ
や
カ
ビ
損
が
ひ
ど

い
場
合
に
は
、
文
書
を
冷
凍
保
管
す
る
と
、
カ

ビ
の
繁
殖
や
腐
敗
の
進
行
を
抑
制
で
き
ま
す
。

そ
の
た
め
の
冷
凍
庫
の
確
保
も
課
題
の
一
つ
で

し
た
が
、
七
月
に
広
島
市
内
の
倉
庫
会
社
の
冷

凍
庫
を
無
償
で
お
借
り
で
き
る
こ
と
に
な
り
、

文
書
の
冷
凍
保
管
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

被
災
文
書
の
乾
燥
作
業

　

被
災
文
書
の
保
全
活
動
で
は
、
泥
水
に
つ

か
っ
た
文
書
や
、
カ
ビ
が
発
生
し
た
文
書
を
取

り
扱
う
た
め
、
健
康
管
理
や
服
装
な
ど
に
十
分

な
配
慮
が
必
要
で
す
。
作
業
で
は
使
い
捨
て
の

防
塵
マ
ス
ク
（
Ｄ
Ｓ
２
）
、
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、

キ
ャ
ッ
プ
、
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ
ン
ガ
ウ
ン
ま
た

は
ビ
ニ
ー
ル
エ
プ
ロ
ン
を
着
用
し
て
い
ま
す
。

作
業
場
所
は
文
書
館
地
下
荷
解
室
も
し
く
は
研

修
室
を
使
用
し
、
空
気
清
浄
機
を
稼
働
さ
せ
て
、

換
気
に
も
注
意
し
ま
し
た
。
休
憩
も
一
時
間
ご

と
に
し
っ
か
り
取
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

受
け
入
れ
た
被
災
文
書
の
状
態
は
、
じ
っ
と

り
濡
れ
て
い
る
も
の
、
比
較
的
乾
燥
し
て
い
る

も
の
、
土
砂
が
固
着
し
て
い
る
も
の
、
黒
カ
ビ

が
発
生
し
て
い
る
も
の
、
冊
子
が
固
着
し
て
開

披
で
き
な
い
も
の
な
ど
様
々
で
、
形
態
も
多
様

で
す
。
濡
れ
た
帳
簿
や
綴
な
ど
は
写
真
①
～
③

の
手
順
で
乾
燥
さ
せ
ま
し
た
。
吸
水
紙
（
キ
ッ

チ
ン
ペ
ー
パ
ー
新
聞
紙
サ
ン
ド
）
は
、
職
員
や

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
手
分
け
し
て
作
成
し
ま
し
た
。

　

七
月
二
十
六
日
に
受
け
入
れ
た
広
島
市
の
Ｃ

家
文
書
の
う
ち
、
カ
ビ
が
発
生
し
て
腐
敗
臭
が

ひ
ど
い
約
三
七
〇
点
は
、
三
十
日
に
天
野
氏
と

史
料
ネ
ッ
ト
の
支
援
を
得
て
、
一
冊
ず
つ
ポ
リ

袋
へ
パ
ッ
キ
ン
グ
し
て
冷
凍
保
管
し
ま
し
た
。

Ｃ
家
文
書
の
掛
軸
も
水
損
が
ひ
ど
く
、
カ
ビ
が

繁
殖
し
て
固
着
し
て
い
ま
し
た
が
、
冷
凍
は
せ

ず
に
、
徐
々
に
乾
燥
さ
せ
て
開
い
て
い
く
こ
と

に
し
ま
し
た
。
ま
た
八
月
八
日
に
来
館
し
た
青

木
氏
か
ら
は
、
カ
ビ
の
処
置
や
固
着
し
た
帳
簿

類
の
開
披
方
法
な
ど
の
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

乾
燥
が
進
ん
だ
文
書
は
ペ
ー
ジ
の
開
披
と
ド

ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
を
行
い
、
乾
燥
完
了
後
に

点
数
を
確
認
し
、
所
蔵
者
へ
返
却
し
て
い
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協
働

　

当
館
で
の
被
災
文
書
の
保
全
活
動
は
、
毎
週

火
曜
日
・
木
曜
日
の
十
時
か
ら
十
六
時
三
十
分

ま
で
、
広
島
歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
当
館
職
員
で
行
っ
て
い

ま
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
は
、
古
文
書
同
好
会

の
会
員
、
大
学
生
、
大
学
教
員
、
図
書
館
・
美

術
館
・
博
物
館
の
職
員
な
ど
が
登
録
し
て
お
り
、

七
月
末
か
ら
十
二
月
ま
で
の
作
業
に
、
県
内
外

か
ら
の
べ
一
九
二
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
十
二
月
十
日
か
ら
四
日
間
、
天
野
氏

の
指
導
の
も
と
、
広
島
歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
や
史
料
ネ
ッ
ト
な
ど
各
地
か
ら
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
当
館
職
員
と
の
協
働
で
、
の
べ
七
九

名
が
参
加
し
て
冷
凍
保
管
中
の
Ｃ
家
文
書
の
解

凍
・
乾
燥
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
（
写
真
④
）

　

ま
ず
、
解
凍
前
の
文
書
を
一
冊
ず
つ
新
聞
紙

で
二
重
に
包
み
、
そ
の
文
書
を
布
団
圧
縮
袋
に

詰
め
て
、
掃
除
機
で
脱
気
し
て
圧
縮
し
、
一
晩

置
い
て
解
凍
・
脱
水
し
て
い
き
ま
す
。
翌
日
、

布
団
圧
縮
袋
か
ら
文
書
を
取
り
出
し
て
、
文
書

を
脱
水
状
態
に
よ
っ
て
仕
分
け
し
、
①
脱
水
で

き
た
文
書
は
、
吸
水
紙
を
挟
ん
で
ラ
ッ
ク
に
縦

置
き
に
し
て
送
風
乾
燥
、
②
濡
れ
て
い
る
文
書

は
再
度
新
聞
紙
で
包
み
、
布
団
圧
縮
袋
で
脱
水

す
る
、
と
い
う
工
程
を
繰
り
返
し
、
四
日
間
で

ほ
ぼ
す
べ
て
の
文
書
の
解
凍
と
脱
水
が
終
了
し
、

ラ
ッ
ク
に
並
べ
て
縦
置
き
乾
燥
が
で
き
る
状
態

に
な
り
ま
し
た
。
冷
凍
し
た
文
書
を
解
凍
す
る

過
程
で
は
、
文
書
の
臭
気
が
か
な
り
ひ
ど
か
っ

た
た
め
、
布
団
圧
縮
袋
か
ら
取
り
出
し
た
文
書

は
戸
外
の
日
陰
で
風
に
当
て
て
乾
燥
さ
せ
ま
し

た
。
ま
た
、
作
業
中

の
防
臭
対
策
と
し
て
、

活
性
炭
入
り
の
防
塵

マ
ス
ク
を
使
用
し
ま

し
た
。
Ｃ
家
文
書
の

ペ
ー
ジ
の
開
披
と
ド

ラ
イ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

な
ど
の
作
業
は
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
協

働
で
今
年
度
末
ま
で

継
続
す
る
予
定
で
す
。

　

地
域
資
料
を
守
る
要
と
し
て
の
文
書
館

　

被
災
し
た
文
書
は
、
救
出
ま
で
の
時
間
が
長

く
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
カ
ビ
や
劣
化
が
進
行
し

て
、
そ
の
後
の
処
置
が
難
し
く
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
救
出
さ
れ
た
文
書
の
状
態
は
千
差
万
別

で
、
状
況
に
応
じ
た
対
処
が
必
要
で
し
た
。
こ

う
し
た
保
全
活
動
を
迅
速
に
進
め
て
い
く
た
め

に
は
、
様
々
な
組
織
や
人
と
の
連
携
が
大
き
な

力
を
発
揮
し
ま
す
。
地
域
の
資
料
所
在
調
査
を

進
め
て
い
く
こ
と
も
、
文
書
を
災
害
か
ら
守
り

救
出
す
る
た
め
に
は
欠
か
せ
な
い
仕
事
で
す
。

　

今
回
の
保
全
活
動
の
経
験
で
得
た
こ
と
を
、

参
加
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み
な
さ
ん
と
と
も

に
発
信
し
、
こ
の
活
動
で
生
ま
れ
た
ゆ
る
や
か

な
繋
が
り
を
保
っ
て
、
活
動
を
再
開
し
た
広
島

歴
史
資
料
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や
県
内
外
の
組
織
と

協
力
し
な
が
ら
、
地
域
資
料
を
災
害
か
ら
守
る

要
の
一
つ
と
し
て
「
頼
り
に
な
る
文
書
館
」
で

あ
り
つ
づ
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
下
向
井
祐
子
）

①濡れた文書の頁を開き，吸水紙（キッチンペーパー新聞紙
サンド）を挟み込む。

②文書をキッチンペーパー段ボー
ルサンドで挟んで紐で括る。

③紐で括った文書をラックに縦置きにして，サーキュ
レーターで送風乾燥させる。

④文書の解凍・乾燥作業
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広
島
県
立
文
書
館
だ
よ
り　

第
四
十
三
号

平
成
三
十
一
（
二
〇
一
九
）
年
三
月
八
日
発
行

編
集
発
行　

広
島
県
立
文
書
館

広
島
市
中
区
千
田
町
三
丁
目
七
―
四
七

電　
　

話　

〇
八
二
―
二
四
五
―
八
四
四
四

Ｆ
Ａ
Ｘ�

〇
八
二
―
二
四
五
―
四
五
四
一

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.hiroshim

a.lg.jp�
/site/m

onjokan/

印　
　

刷	

株
式
会
社　

沼
田
総
合
印
刷

利
用
案
内

■
開
館
時
間

　

＊�

月
～
金
曜
日�

９
時
～
17
時

　

＊�

土
曜
日�

９
時
～
12
時

■
休　
館　
日

　

＊�

日
曜
日
、
国
民
の
祝
日
及
び
休
日

　

＊�

年
末
年
始（
12
月
28
日
～
１
月
４
日
）

■
交　
　

通

　

＊�

Ｊ
Ｒ
広
島
駅
か
ら
バ
ス（
ベ
イ
シ
テ
ィ�

経
由
広
島
港
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
方
面�

行
き
）で
「
広
島
県
情
報
プ
ラ
ザ
前
」

下
車
、又
は
路
面
電
車（
紙
屋
町
経
由�

広
島
港
行
き
）
で
広
電
本
社
前
下
車�

約
五
〇
〇
ｍ
、
県
情
報
プ
ラ
ザ
２
Ｆ

児
玉
家
文
書
（
寄
贈
）

　

児
玉
凉り
ょ
う
あ
ん
庵
と
養
子
有
成
は
西
洋
医
学
を
学

び
、
山
県
郡
有
田
村
で
開
業
し
た
。
医
学
関
係

の
和
書
類
な
ど
四
六
六
点
。

�

（
請
求
番
号
二
〇
一
七
一
三
）

河こ
う
の野
家
文
書
（
寄
贈
）

　

河
野
家
は
戦
国
大
名
河こ
う
の野
通み
ち
な
お直
の
子
孫
で
、

佐
伯
郡
能
美
島
高こ
う
そ祖
村
美み
の
う能
で
塩
田
業
を
営
ん

だ
。
「
河
野
系
図
」
な
ど
三
点
。

�

（
請
求
番
号
二
〇
一
七
一
四
）

梶
井
家
文
書
（
寄
贈
）

　

梶
井
家
は
広
島
藩
士
。
一
時
奥
田
姓
、
飯
田

姓
で
あ
っ
た
。
知
行
判
物
や
梶
井
家
（
飯
田

家
）
系
図
な
ど
三
〇
点
。

�

（
請
求
番
号
二
〇
一
七
一
五
）

福
島
家
文
書
（
寄
贈
）

　

福
島
家
で
は
高
宮
郡
飯い
む
ろ室
村
の
村
会
議
員
な

ど
を
務
め
た
。
明
治
の
村
会
議
案
や
福
島
家
の

入
用
帳
な
ど
一
、
四
七
七
点
。

�

（
請
求
番
号
二
〇
一
七
一
六
）

佐
々
木
家
文
書
（
寄
贈
）

　

佐
々
木
家
は
佐
伯
郡
浅あ
さ
は
ら原
村
で
材
木
商
を
営

ん
だ
。
明
治
・
大
正
の
材
木
関
係
書
類
や
証
文

類
な
ど
二
五
九
点
。

�

（
請
求
番
号
二
〇
一
七
一
七
）

福
島
（
京
）
家
文
書
（
寄
贈
）

　

福
島
（
京
）
家
は
福
島
家
の
本
家
で
、
高
宮

郡
飯
室
村
庄
屋
な
ど
を
務
め
た
。
香
典
帳
や
証

文
な
ど
一
七
三
点
。

�

（
請
求
番
号
二
〇
一
七
一
八
）

佐
々
木
家
文
書
（
寄
贈
）

　

呉
市
和わ
し
ょ
う庄
町
佐
々
木
家
で
は
、
明
治
以
降
宮

大
工
や
小
学
校
教
師
を
務
め
た
。
大
工
関
係
の

和
書
、
海
軍
工こ
う
し
ょ
う廠
書
類
、
教
科
書
や
教
員
資
料

な
ど
二
五
九
点
。�

（
請
求
番
号
二
〇
一
七
一
九
）

下し
も
む
か
い

向
井
龍た
つ
ひ
こ彦
氏
所
蔵
文
書
（
寄
贈
）

　

明
治
初
年
の
県
官
及
び
戸
長
・
区
長
な
ど
の

名
簿
一
点
。�

（
請
求
番
号
二
〇
一
七
二
〇
）

保や
す
だ田
（
訓
）
家
文
書
（
寄
贈
）

　

保
田
（
訓
）
家
は
、
明
治
の
実
業
家
、
広
島

市
京
橋
町
保
田
八や
そ
き
ち

十
吉
の
子
孫
に
当
た
る
。
名

所
図
会
を
中
心
と
す
る
和
書
一
四
三
点
。

�

（
請
求
番
号
二
〇
一
七
二
一
）

三
宅
明
氏
収
集
文
書
（
寄
贈
）

　

明
治
期
の
封
書
手
紙
一
八
点
。

�

（
請
求
番
号
二
〇
一
七
二
二
）

百ど

ど々

寿
子
氏
所
蔵
文
書
（
寄
贈
）

　

平
成
十
五
年
十
一
月
三
十
日
、
Ｊ
Ｒ
三
段
峡

―
可
部
間
最
終
日
に
、
戸
河
内
駅
で
発
行
さ
れ

た
乗
車
券
一
点
。�
（
請
求
番
号
二
〇
一
七
二
三
）

　

こ
の
ほ
か
、
一
〇
件
、
三
、
四
六
六
点
が

追
加
寄
贈
・
寄
託
さ
れ
、
合
計
古
文
書
は

二
六
〇
、
〇
八
七
点
と
な
っ
た
。

４
月
７
日　

入
口
ら
せ
ん
階
段
「
写
真
パ
ネ
ル

ギ
ャ
ラ
リ
ー�

可
部
線　

花
と
川

の
風
景
（
可
部
―
三
段
峡
間
）
」

５
月
23
日　

平
成
29
年
度
広
文
協
総
会

５
月
27
日　

文
書
館
講
演
会

６
月
５
日　

文
書
調
査
員
会
議

６
月
10
日　

古
文
書
解
読
入
門
講
座
開
講

６
月
29
日　

収
蔵
文
書
紹
介
展
示
「
広
島
の
歴

史
的
風
景
―
文
書
館
収
蔵
の
絵
は

が
き
か
ら
―
」

６
月
30
日　

安
田
女
子
大
学
古
文
書
学
実
習

８
月
３
日　

書
庫
に
大
型
サ
ー
キ
ュ
レ
ー
タ
ー

設
置

８
月
21
日　

県
立
広
島
大
学
博
物
館
実
習
受
入

れ
（
25
日
ま
で
）

９
月
５
日　

入
口
ら
せ
ん
階
段
「
写
真
パ
ネ
ル

ギ
ャ
ラ
リ
ー�

川
や
山
を
越
え
て

走
る
―
中
国
地
方
の
鉄
橋
と
ト
ン

ネ
ル
―
」�

９
月
16
日　

続
古
文
書
解
読
入
門
講
座
開
講

10
月
２
日　

カ
ビ
被
害
の
行
政
文
書
を
燻
蒸

10
月
３
日　

広
文
協
第
１
回
研
修
会

10
月
14
日　

収
蔵
文
書
紹
介
展
示
「
学
校
の
記

録
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
―
学
校

資
料
の
収
集
を
通
し
て
―
」

11
月
11
日　

広
大･

図
書
館･

文
書
館
連
携
事
業

「
地
域
ア
カ
デ
ミ
ー
二
〇
一
七
」

11
月
21
日　

保
存
管
理
講
習
会

１
月
６
日　

古
文
書
解
読
同
好
会
で
三
浦
文
書

調
査
員
講
演

１
月
28
日　

収
蔵
文
書
紹
介
展
示
「
開
峡
百
周

年�

三
段
峡
の
歴
史
と
自
然
」

２
月
８
日　

広
文
協
第
２
回
研
修
会

３
月
13
日　

県
庁
選
別
文
書
を
観
音
書
庫
へ
搬

入

３
月
10
日　

文
書
館
だ
よ
り
42
号
発
行

３
月
28
日　

収
蔵
文
書
展
「
遺
さ
れ
た
日
記
た

ち
が
語
る
こ
と
」

平
成
二
十
九
年
度
に
収
集
し
た
古
文
書
⑵

平
成
二
十
九
年
度
の
主
な
で
き
ご
と


